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マルチ・トレーサーによる地下水－地表水循環系の推定－福井県大野盆地の事例－
Multi-tracers approaching to groundwater and surface water interaction in Ono basin sur-
rounded by steep mountains, Japan
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山地源流域と下流に位置する沖積平野は，地下水流動系の観点からそれぞれ水の涵養域，流出域として重要である。特
に，地下水と地表水の交流関係は，山地から沖積平野に至る地下水流動系を理解するための最も重要なプロセスの一つ
である．
流域面積が 948平方キロメートル，標高が 250メートルから 2060メートルを示す急峻な山地に囲まれた流域を対象に

水文調査を行い，盆地内の地下水を対象に 258地点，流下する 4河川沿いに 112地点の地表水を対象に採水を行った．ま
た，すべての水試料に対して酸素安定同位体比（δ 18O）と水素安定同位体比（δ D）およびストロンチウム同位体組成
（87Sr/86Sr）を測定した。
酸素安定同位体比（δ 18O）と水素安定同位体比（δ D）は支川小流域毎に異なる値を示し，4流域の平均涵養標高の

違いによる影響について示している。また，ストロンチウム同位体組成（87Sr/86Sr）も同様に支川小流域毎に異なる値を
示し，4流域の地質の占める割合の違いによる影響を示している。
流域内を流動する地下水の酸素安定同位体比（δ 18O），水素安定同位体比（δ D）およびストロンチウム同位体組成

（87Sr/86Sr）は，近隣を流下する河川水に近い値を示しており，該当地域における浅層地下水は河川水からの涵養が支配
的であることを示唆している。また，流量観測により示された河川流量の減少傾向の結果は，トレーサーにより示唆さ
れた地下水と地表水の交流関係について支持する結果である．
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